ミクロ経済学Ⅰ
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経済現象(問題)→調べる
↑因果関係の解明「記述分析」
処方箋の提示「規範分析」
実証分析　学ぶ
１，資源の稀少性と機会費用
枯渇資源
生産への投入物　・資本→労働→土地
(三大生産要素)　　　→生産不可能　　　　
　　　　　　　　　　　　・資本金　
　　　　　　　　　　　　　　・機械設備<<1(100%)

　　　　　　　　　　　　　　・原材料=1(100%)

　　　　　　　　　　　製品に体化された
　　　　　　　　　　　減耗率
経済活動
　消費「消費者主権」
　　　　経済厚生の主目的
　生産　1960～1970年代の高度経済成長期
　　　　　　　　　　　　経済成長至上主義
　　　(1)生産＝所得の源泉
　　　(2)消費対象の拡大　　　　　　副次的に重要
(例)公害
　↓産業の保護・育成
　消費者優先
　ＰＬ法
現存する資源の総量<<資源の稀少性
　　　　　　　　　　　　　　　　人々の消費欲求(限りない)を充足するために必要な資源の総量
資源配分
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経済の生産可能性(Production Possibility)

X

Y(合成材,Composite Good)

Xを余分に*ΔX(>0)だけ生産するためには
Yの生産を減少させない限り不可能(ΔY<0-機会費用)

社会的に効率的な生産(Socially Efficient Production)

*Δ(デルタ)X

離散量(delta)

　　　　　　　　　　　　　　　__
①完全利用:Rx+Ry≦R
②2財を効率的に生産
　　(両産業での)

産業の効率的生産とは?

資源配分　　 ___

(Rx、Ry)=(Rx、R-Rx)に対応して
　　　　　　　　　　　　 __

(X、Y)=?{F(Rx)、G(R-Rx)?}

一つの生産可能性
Rxを消去して、(X、Y)の軌跡
ΔX>0(資源配分の変更:資源Xに重点的に配分)
ΔY<0(犠牲にしたYの生産量で測った機会費用)

資源配分の変更には必ず機会費用を伴う
PPC(Production Possibilitis Curve)は必ず右下がり(負)の傾き
Marginal Rate of Transformation(限界変形率)

関数関係
グラフの形求
(1)傾き
(2)曲率
→機会費用の変化
逓増
5/27(プリント2枚配布)

プリントは時々配布。
20Pくらい・・・。
プリント再配布-大学院棟301号室　月曜12時から(学生証も持ってくる)

P5

生産可能曲線は常に負の傾き
比較優位?

例の①
弁護士と秘書
自分の得意とする分野を担当
比較優位に基づく分業
資源が同質的=(P6)グラフ
　生産目的の適合度
補助命題1

これらをグラフで説明できるようにせよ!

確実にテストで問われます。
完全に同質=補助命題1

完全に異質=補助例題2

①ＧＮＰ(国民総生産)とＧＤＰ(国内総生産)
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P7-8

GDPの決定
　集計(Aggregation)

　C(消費)

　I(将来消費=貯蓄=投資)

　　　(C,I)の円表示額=pC+qI
価格(p,q)で評価した　　　　　　　　　注)表1
　↑世界価格(定数)

完全雇用GDP

経済成長と景気変動　　　　　　　　　表2

GDPの伸び。
経済のスウ勢、経済成長
景気循環(抑えるものが出てくる-天井-)

　・外貨準備の天井
　・完全雇用の天井
　・地球共生の天井(環境問題)
曲線上の移動
経済成長とは生産可能性曲線の外側へのシフトである!!表3

完全雇用GDP(YF)を元に経済成長率を表す
外側のシフトはなぜおこるのか?

　因果関係
　①資源の完全雇用
　②効率的生産
①が変わると??

　資源の既存量
　資源(土地、労働、資本)

　増えるのは労働と資本。。。
　労働が増える(自然成長)

　資本が増える(資本蓄積)

高貯蓄・高投資
②が変わると??

　生産性の向上=技術進歩
　技術革新(教育によるもの)

経済成長のための三つの要因
・自然成長
・資本蓄積
・技術蓄積
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何が試験に出るのか?

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

教室でカバーしたものだけを出す
簡単なことしか出さないぞ
グラフかな?

P3-機会費用
例1

例5

P4要素代替の可能性
資本の投入量が少なくなる?

3-1-2はでないよ。
決して難しくないですよ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

P8

4.1

素晴らしい表です。
どう経済解析していくか。
・生活者(消費者)

経済動機(自分のモチベーション)

消費者=満足度を追求
・企業=利潤の追求
意思決定=動機に導かれて
　↑『制約付最適化』
市場全体でまとめる
・総需要(市場)

・総供給
→市場均衡
ミクロ経済の追求(下からの積み上げ)

"Grand Theary"

P12余剰分析
☆消費者余剰☆(商品分析の近似版)

Consumer's Surplus

個々の消費者の需要
近似的分析の理由
①消費代替の可能性は捨象する。(お酒ならつまみは無視してお酒だけ)

②予算の制約も考えない(クレヨンしんちゃんの世界、5歳児や国・・・(ﾟдﾟ)ﾏｽﾞｰ
P13

①→その他の消費との相対比
②→残高に関わらず追加的な貨幣の限界効用は一定(500円中最後の200円でも気にせず使えること?)

グラフA(ビール)

限界効用-MU(Marginal Utility)

自発的に支払ってよいと感じる機会費用(円表示)

目の前でグラスにビールを注ぎ、いくら払う?と聞いてみる。
→う～んと飲みたい人=5000円
→たいして飲みたくない人=30円
多くの人は二杯目でより少ない金額を示す
MU減退(←『飽き』)

価格として強制される機会費用
5000円払ってもいいと思ったのに200円でよかったから
払わずに済んだ『得』4800円
個人の需要曲線=MU曲線に一致する
ヲタ(習癖性)-消費を重ねるごとに限界効用が増える
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限界効用=・MU

払わずに済んだ得=獲得可能な利益=消費者余剰(CS)

限界効用が逓増するケース(グラフB)

麻薬、
CSを最大にするんはQを無限大に・・・
よって、法的社会的規制
消費の数量規制　前払い制度(お金があるといつまでも飲み続けるから)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

消費を抑制するための課税
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!グラフC

P8表
消費者余剰の最大化
MRS=価格比率→MU=Pであり、個人の需要曲線D(p,a)

市場需要(Market Demand)

D(p)=ΣD(p,a)

水平和(和を考える際に横に足す)

限界費用(Marginal Cost)=MC

　資源が同質でないケース
原価費用=価格(price)P

グラフD

ﾜｶﾗ━━(@◇@)━━━ﾝ!!!!!

　　　　　　D(p;q、Y)　　　　　　　=　　　　　ΣDi(p;q,Yi)　
Own Price　↑シフトパラメたー　　　　　　　↑Cross Price関連のある財の価格
それ自身の価格

Y　所得水準レベル
ﾜｶﾗ━━(@◇@)━━━ﾝ!!!!!

グラフF
補完財か代替財か?
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M(所得)が増えると、需要Dが上昇するもの=正常財、価格が下降するもの=劣等財
　劣等財とは?

'Cheap Substitutes'安価な代用品のことである(偽ブランド品など、マーガリン)

　マーガリンを止めてバターにしよう!ってこと。
　インスタントラーメン、学食
　所得が増えるとそれを失うことを恐れる。
どういう商品が劣等財なのか理解しよう!

P9

表G

補完と代替
P9

市場需要の静学法則(Static Law"一時点の")

市場均衡の厚生評価(「社会的な望ましさ」を広義する)

表H

表I

社会的余剰(市場全体の利益)

消費者余剰(Consumers' Surplus)

生産者余剰(Producers' Surplus)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

比較静学の定理(P9)

(例1)

狂牛病の影響。
狂牛病と牛肉価格
思ったほど牛肉の価格が下がらなかったのはなぜ?

表J
供給がかなり減った(生産の手控え)

代替として国産の鶏肉が!

よって需要が増す、だがスーパーが露骨に値段を上げることはしたくない=輸入する(偽物)

供給量を上乗せ(輸入鶏肉の不当表示)

どういうシフトか考える?

需要供給点の比較=比較静学
(例2)

不況期の消費税
表K
消費税が上がると消費量は減る
シフトの前後を比較!

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
市場受給の動学的法則
　　　　　　Dynamic時間に依存
均衡(それ以上動かない)

元に戻る回復可能性(=安定性)

重力の法則
市場の需給ギャップの市場価格への影響
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

判例、バブル期
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
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ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!100%ﾃｽﾄに出ます
P10

興味ある判例:投機的需要とバブル期の首都圏の地価高騰
・非安定的な例:バブル期の首都圏の土地
土地に対する需要(D)　価格(p)

　　D(p)=D1(p)+D2(p)

D1(p):「生産的需要」企業活動、住居目的(価格が高くなれば需要は減る=一般的)

D2(p):「投機的需要(speculation)」
1985『Ｐｌａｚａ合意』
　大蔵大臣宮沢喜一がG8で円高阻止をするために働きかけるが成功せず=円高容認
　輸出企業(トヨタ、ソニー)が困る
　そこで大幅な金融緩和(公定歩合を下げる)

　生産ラインの合理化は進むが、資金がだぶつく。
　よって企業は他社の株を持ち合う
　=株式バブル
　=土地バブル(犯人は企業です)

表L

『投機的需要』
①pと正の相関(値段が高いことが重要)

②供給よりも、さらに価格変化に敏感に反応する(地上げ屋-土地の値段に関わらない)

　同じ価格変化に対して…価格が上がっても?

1988年株式バブル崩壊
=金がなくなる=土地投資を止めなければならない
→投機的需要がなくなる(表L)

→需要曲線が本来のD1に戻る=価格の暴落
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!ここまでね。
A→B(因果関係)
バネの弾性を除けば、
・変化率　αB/αA

(例:速度、グラフの傾き)P10下から3行目
A,Bの測定単位の依存
dB/dA(微少量-微分)

dA=1をとる
弾力性
Bが1%変化したとき
Aは何%変化するか?

数式1

プリントの表(p10)AとB

弾力性は五つしかない。。
それ自身の価格が1%変化したとき
需要が何%上がるかというものが
需要の(自己)価格弾力性
Own PriceElasticity of Demand

所得水準と供給とは無関係。
需要の(自己)価格弾力性はしっかり覚えるべし。
=知らなかったために大きな間違いをしたものがある
日本経済の過去の特徴として一つのキーワード
p10高所得弾力性の財への特化
経済学を勉強した以上学んでほしいものは
・需要の(自己)価格弾力性
　代替材を見つけて需要量を減少させる容易さ
　忠誠度(少々値段が変化しても買ってもらえる=代替材にながれにくい)の指標
　客離れの指標(少しくらい値上げしてもついてきてくれるかどうか)
・高所得弾力性の財への特化
・長期と短期の需要の価格弾力性
　数式2

　(例)冷房用の電力需要
　長期の方が遙かに大きい
・財の実数の包摂度
　(例)みかん　果物全般
　みかんに対する代替物はすぐ見つかる
　果物全般の代替物は探しにくい
　よってみかんの需要の価格弾力性の方が大きい
・日米間
　ガソリン需要(自動車の運転)

　=代替の公共交通手段を見つける容易さ
　交通網は日本の方が遙かに発達
　ガソリン需要は日本ではちょっとでも上げようものなら
　電車に乗ってしまう
　よって日本の方が遙かに大きい
・有料道路(日本とアメリカ)

　代替物=無料の長距離一般道の整備状況
日本ではあまり整備されていない
無理して一般道を使わず有料道路に乗ってしまう
よってアメリカの方が大きい
→日本の有料道路は値段が下がりにくい
7/8(プリント二枚)

ﾃｽﾄでいい点をとるためには?

試験を見るだけ。(読まない)

結論を最初にしっかり書けと。。
ポイントは講義内容(グラフを使ったから)

グラフで説明してほしい。
出すところは言ってある。
短くグラフが第一。
全問に答えよ。
普通の記述問題。
→グラフを書けよ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

宿題を出す
=試験に出す(ﾟдﾟ)ｳﾏｰ
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

　
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!P11

不況期のタクシーと農産物関連
グラフM

弾力性の計算法!

グラフN

弾力性はベースの取り方に依存
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

試験ではしっかり何をベースとするか書きます
三つの値が共通でないのは価格変化が大きいから
=微少量変化ならば三つの弾力性値は共通値に収束
線形近似
何をベースとするか?

どこを出発点とするか?

宿題!これを数値を変えて試験に出す
『千葉ロッテマリーンズのチケットにたいするもの。代金が800円であり16000枚売れる。
1000円の時は10000枚売れる。
①800円から1000円に代金を値上げするときの点弾力性(E+です)

②1000円から800円に値下げするときの点弾力性
③価格帯800～1000円の区間弾力性
④需要直線で近似して、1000円の時の微少量価格変化に対応した弾力性』
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

応用例1)不況期のタクシー運賃の値上げ
今から十年前バブル崩壊後千葉駅前にタクシーがたまっていた…(グラフO)

好況期と不況期
値上げした
好況期ならば低価格弾力性だから値段の値上げには無頓着
不況期だと高価格弾力性のため値上げに敏感に反応する
=代替の交通手段を探す
不況期で自腹を切ってタクシー代を払うので値上げに敏感に反応する
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配点等を参考に全てに書く(グラフを使ったり簡単な文章だったり)

回答にはボールペンなどを使う
全ての分野を勉強すべし
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
応用例2

農業物市場
(1)短期:「豊作貧乏」
(2)長期:

(1)収穫期間
グラフ
農家全体の所得
=P*D(P)

食料の需要は価格にはあまり敏感に反応しない
生活習慣、生物的欲求に反応する
→豊作貧乏
(2)農業部門は、重化学工業部門よりも高い生産性の伸び
　　　　　　　　　　　↑農業の機械化、農薬・化学肥料
　経済成長の持ってる供給(S)への影響とは?

→S'の大幅な右方シフト-グラフ
　経済成長の需要(D)に対しての影響とは?

→所得増加　需要の所得弾力性に注目
=ΔD/D/ΔY/Y<<1

η(イータ)→
0>η
所得が増えると需要が減るもの→劣等財(安物偽物)

η>0

所得が増えると需要が増えるもの→正常財
0<η<1　　1<η
必需品　　奢侈品(ｼｬｼ)=贅沢品
ゆえに必需品である農業作物の需要Dはわずかな増加
→工業部門の経験を活用しなければならない!

　=高所得弾力性の財に特化
先進国への輸出需要
→豊かになった後は、国内需要
高所得弾力性の農産物とは?

　「付加価値の高い」→「財差別される」
例→無農薬、有機栽培、ブランド米
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P14

ﾃｽﾄは8題です
無差別曲線分析(Indifference Map Analysis)

何をやるか?

①消費代替の可能性を考える(スペアを考える)

②予算の制約を考える
消費の組合せ(X,Y)

pair

表「い」
基数(Cardinal)

u(X,Y)序数的効用
複数財の組合せ=財バンドル
これらの組合せをつなぎ合わせた曲線を無差別曲線という
グラフろ
個人の需要曲線はたいてい右下がり
だが右上がりの需要曲線の可能性もあり
ギッフェン財-予算占有率が高い劣等財(例:アイルランド飢饉、ジャガイモ消費
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

値段が上がった場合?

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

グラフは
チョコビの値上げによる値段予算の逼迫
それにより満足度(u)が下がる
→所得補償(予算直線の平行移動)

変化前の効用(満足度)を保証する
変化後の価格で考える
それが最小の費用である(P16)

ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
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無差別曲線分析と復習
一つだけ復習。
Moral Hazard(嘘を言った方が合理的な時)P16

=うそも方便
代替効果
価格が高くなったものより安いものをたくさんかうことで代替
所得効果
実質購買力が減少する
→?

　①正常財なら?

　　　下げなければならない
　②劣等財なら?

　　　消費量増やす
価格が上がると、代替効果が下がり、実質購買力が減少する
=消費減る
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

消費行動について見てきた→制約付最適化
生産(供給)行動→生産物=物量として測定可能:所得制約なし
ミクロⅠで知っておくこと
P19「総費用」対「平均・限界費用」
P21利潤最大化と供給
